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第 1 節  本研究の主題  








































































 2015（平成 27）年 3 月の学習指導要領一部改正による「特別の教科
である道徳」（以下、「道徳科」）の新設により、日本の学校教育におけ
る道徳教育は戦後 2 度目の大きな変化を迎えた。「道徳科」は、小学校





































































































































































 船山の本分野における主著は『戦後道徳教育論史  上・下』（青木書
店、 1981 年）、『戦後日本教育論争史－戦後教育思想の展望－』（東洋

















































































えるべきである」との歴史観を提示している 26。  
B について貝塚は、「道徳教育の問題を教育論として引き受けるため
には、何よりまず議論の基盤となるべき資料を整備し、議論の『土俵』



























































































実践発表や討論がなされた」、「昭和 32 年 7 月に文部省が各都道府県教
育委員会に対して『道徳教育生活指導関係資料を作成しているか』を
照会したところ、全国から 100 以上報告されている」と指摘するに止































































































































































































































































































 第 1 章は、後続の章の前提として、本稿が扱う平野という「ケース」
を扱う妥当性の検証にあてる。第 2 章以降は戦後道徳教育史の変遷を
扱う。本稿は、 1945（昭和 20）年を開始時期とし、 1958（昭和 33）
年道徳特設を含みこんで、「道徳の時間」設置後約 10 年頃までの動向
を対象とするが、これを①戦後初期（主に 1945～1950 年頃）、②全面
主義（推進）期（主に 1950～1955 年）、③道徳特設地点（主に 1958
年前後）、④初期「道徳の時間」（ 1958～ 1968 年頃）に時期区分する。 







初期「道徳」  「道徳」特設  全面主義  戦後初期  
第 2 章  
 
第 4 章  
 
第 3 章  第 5 章  
第 6 章  
 


















立」ないし「理論的成立」と捉える。これが第 7 章の存在意義である。  







































































学会 58の前身）が翌年 1956（昭和 31）年 10 月に発足、古川哲史・牧
















の個性的な魅力とカリスマ性にいつしか引き込まれていった。 63  
 
表序 -1.関西道徳教育研究会会則  
○  本会は「道徳教育の原理と実践」の研究を行う。  
○  本会は志を同じうする「同人」を以て組織する。  
○  本会の趣旨に賛同して入会するものを「会員」とする。  







○  「大会」の大会運営の経費は「大会会費」を以てこれに当てることを原則とする。 
○  本会は当分の間、経常会費を徴収しない。  
○  本会は「大会」の外に「講習会」「研究会」等を行なうことがある。  
○  本会は各県に「支部」をおく。「支部」には支部長・副支部長をおく。  
○  本会に入会を希望するものは申込まれたい。  




















 関西道研は、1950（昭和 25）年の発足以降、大学紛争で休会した 1
回を除き、毎年全国大会を開催した。開催場所は京都である 69。その
活動は、1985（昭和 60）年の第 36 回大会、平野が 80 歳を迎えるまで
継続した。なお、毎年ではないが、 1954（昭和 29）年～ 1967（昭和
42）年を中心に、地方大会として西日本大会（中国地区大会、九州地
区大会）・北陸大会・北陸大会・四国地区大会・東海大会も開催してい















表序 -2.関西道徳教育研究会全国大会一覧  
回次  年  月日  主題  人数  
第 1 回  1950（昭 25） 12 月 9 日  修身科復活の是非をめぐりて  250 
第 2 回  1952（昭 27） 1 月 21-22 日  
学校教育の全面において―その根拠  
／ *新しい道徳教育の内容と方法  
750 
第 3 回  1952（昭 27） 
10 月 31 日
-11 月 1 日  
生きた道徳性を身につけさせるには  1000 
第 4 回  1953（昭 28） 
10 月 31 日
-11 月 2 日  
道徳教育の隘路とその打開  1400 
第 5 回  1954（昭 29） 
10 月 30 日
-11 月 1 日  
道徳教育の計画とその実践  1100 
第 6 回  1955（昭 30） 11 月 5-7 日  *道徳教育の内容としての徳目の再検討  1100 
第 7 回  1956（昭 31） 11 月 3-5 日  問題の倫理としての愛国心と孝行  1200 
第 8 回  1957（昭 32） 11 月 2-4 日  道徳基準の設定と道徳科特設の問題  1600 












第 12 回  1961（昭 36） 11 月 3-6 日  道徳指導における知と実践の問題  1100 
第 13 回  1962（昭 37） 11 月 2-5 日  道徳実践の根基に培う内面的自覚への道  1050 




第 15 回  1964（昭 39） 
10 月 30 日










第 17 回  1966（昭 41） 11 月  





第 18 回  1967（昭 42） 11 月  道徳授業の基本的指導過程の構想  600 





第 20 回  1969（昭 44） 11 月  道徳授業の構造改革への道  600 
第 21 回  1970（昭 45） 大学紛争のため休会  




第 23 回  1972（昭 47） 11 月  **道徳時間の存在理由と重点化の問題  550 




第 25 回  1974（昭 49） 8 月  軌道修正に迫られる道徳教育  1100 
第 26 回  1975（昭 50） ―  踏みしめて上る９つの階段  1000 
第 27 回  1976（昭 51） ―  価値葛藤理論の再認識  850 
第 28 回  1977（昭 52） ―  道徳的実践力を育成する方法原理  1100 
第 29 回  1978（昭 53） ―  道徳的実践力育成の具体的方途  1050 
第 30 回  1979（昭 54） 8 月  実践力の育成をめざす指導過程の再構想  1200 
第 31 回  1980（昭 55） 8 月  実践力の育成に活路をひらく 5 つの方途  1200 
第 32 回  1981（昭 56） 8 月  道徳的実践力の育成のツボとコツ  1150 
第 33 回  1982（昭 57） 8 月  中道を行く道徳教育の実践構想  1100 
25 
 







第 35 回  1984（昭 59） 8 月  目的が一貫する道徳授業の展開過程  1000 
第 36 回  1985（昭 60） 8 月 6-8 日  道徳教育は教師中心か生徒中心か  1000 
※１  第 22 回～ 29 回について：当時の資料では、休会した 1970 年を数えず、翌年 1971
年の会を第 21 回としていた。つまり、上表で言えば、第 22 回→第 21 回…第 29 回
→第 28 回としていたが、本稿では後年の表記に従い、上記の通りとする。（従って、
引用中の資料名と大会回数の表記が異なる年度がある。）  
※２  本表作成に当たっては、次の資料を参照した。①第 34 回全国大会大会資料中の「全
国大会の歴史的系譜」、②行安茂・廣川正昭（ 2012）。  















































表序 -3. 第 34 回（ S58）大会運営組織一覧  
一、大会本部  
運営委員長  会長  平野武夫  
同副委員長  副会長  村田昇  
 
二、大会講師  
文部省視学官  青木孝頼／文部省調査官  金井肇／広島大名誉教授  杉谷雅文／前お茶
の水大教授  宮田丈夫／大阪教大名誉教授  山本政夫／京都華頂短大教授  渡辺博／岡
山大学教授  行安茂／東京教育研主任  竹ノ内一郎／東京都教委主事  岩上薫／同  井
上裕吉／京都文教短大助教授  大久保智／奈良大学講師  田井康男  
 
三、大会協力助言者  
前滋賀県教委主事  美濃部好夫／兵庫短大講師  江見宏／前千葉県教委主事  斎藤経治
／同  大木光夫／交野市教委指導課長  大西兵三郎／福岡県教委主任指導  町田積穂／
前神戸市教委主事  坂本邦夫／同  岸本豊／神戸市木津小学校長  高橋敬一／前仙台市
教委  三浦修一／交野市教委主事  矢寺寛／前新潟県教委主事  猪又長智／加古川市教
委主事  北村義雄／名古屋市相生小  深谷暉一／京都府山田荘小長  島信昭  
 
四、大会運営・中央委員  
大金沢大学付小  米田正／福島県省田小  沼田良／弘前市三和小  工藤国正／倉敷市万
寿小  上野卓之／水戸市常盤小  平山文夫／松山市石井東小  宇都宮正男／志賀大学付
小  福田直博／和泉市向陽台小  伊藤丈夫／仙台市連坊小路小  亀山長美／小野田市須
恵 小  野 原 泰 子 ／ 松 戸 市 北 部 小  白 川 恭 子 ／ 豊 橋 市 老 津 小  牧 野 喜 久 ／ 大 宮 市 植 竹 小  
山崎文子／岡山市鹿田小  板野敦子／長崎県鹿町小  七種順子／新潟県立仏小  広川正
明／長岡市東中  山井宥昌／豊橋市羽根井小  山田政俊／生駒市生駒中  山田義明／豊
橋市南部中  北河久司／津市東橋内中  青木正利／福井市旭小  小林宗一郎  
 
（以下、略）  




表序 -4. 関西道研全国大会における「研究発表」校数（一部）  
 幼稚園  小学校  中学校  高等学校  その他  計  
第 4 回  1 16 14 4 0 35 
第 5 回  0 16 11 3 1 31 
第 6 回  0 14 15 6 1 36 
第 7 回  0 13 13 6 4 36 
第 8 回  0 6 4 2 8 20 
第 9 回  0 21 15 4 0 40 
第 10 回  0 31 22 3 0 56 
第 11 回  0 43 18 0 0 61 
第 12 回  0 48 30 0 0 78 
第 13 回  0 40 24 4 0 68 
第 14 回  0 36 15 0 0 51 
第 15 回  0 33 20 7 0 60 
第 16 回  0 25 15 5 0 45 
第 17 回  6 21 13 10 1 51 
第 18 回  0 21 10 6 0 37 
第 19 回  0 18 12 0 0 30 
第 21 回  0 15 18 0 0 33 
第 22 回  0 19 14 0 0 33 
第 31 回  0 48 24 0 0 72 
第 32 回  0 35 23 0 0 58 
第 34 回  0 25 17 0 0 42 
計  7 544 347 60 15 973 
※資料が確認できている回のみ記載。  
※第 1～ 3 回大会は、本表で対象としている「研究発表」のような形態のものはまだ設け
られていなかった。  
※第 6・ 7・ 12・ 13 回は、平野武夫（ 1964a）「後編  『道徳教育研究協議全国大会』の歩
み  ―『関西道徳教育研究会』十五年の足跡―」に基づいた。それ以外は、当該大会の

























































表序 -5. 関西道徳教育研究会全国大会大会資料一覧（一部）  
 
「平野主張大会資料」 a 「大会記録資料」 b 
第 1 回    
第 2 回    
第 3 回    
第 4 回  『道徳教育の隘路とその打開』、『道徳教育の隘路とその打開』（別冊）  




第 6 回  『道徳教育実践の大道』   
第 7 回    
第 8 回  
『道徳教育の実践原理』、『倫理
観の確立と教育』  
『 現 場 が 設 定 し た 道 徳 教 育 の 指 導 基
準―道徳基準設定の問題―』  
『注視の的に立つ  特設時間による道
徳指導  実践例二つ』  
第 9 回  
『 現 下 道 徳 教 育 の 問 題 点 ― 〝
道 徳 の 時 間 〟 の 特 設 を め ぐ っ
て―』  
『 現 場 が 立 案 し た  特 設 〝 道 徳 〟 の
計 画 と 実 践 記 録 ― 指 導 主 題 と そ の 展
開例―』  
第 10 回  
『 価 値 葛 藤 の 場 に 生 き る  道
徳 の 時 間 の 指 導 原 理 ― そ の 平
板化を救うもの―』  
『 価 値 葛 藤 の 場 に 生 き る  道 徳 の 時
間 の 実 践 記 録 ― 価 値 葛 藤 の 場 を 含 む
主題の展開例―』  
第 11 回  
『 道 徳 発 現 の 場 と し て の  価
値 葛 藤 と 道 徳 の 時 間 ― そ の 平
板化を救うもの―』  
『 価 値 葛 藤 の 場 を 生 か す  道 徳 の 時
間の実践記録―研究発表集録―』  
第 12 回    
第 13 回  
『 道 徳 実 践 の 根 基 に 培 う  道
徳 性 の 内 面 化 へ の 指 導 原 理 ―
道 徳 教 育 の 方 法 原 理 を 求 め て
―』  
 
第 14 回  
『 価 値 葛 藤 の 場 を 生 か す  道




第 15 回  
『 新 し い 倫 理 観 の 確 立 と  道
徳 授 業 の 力 動 的 展 開 原 理 ― 価
値葛藤の場の把握と設定―』  
『 授 業 の 力 動 化 を め ざ し た  道 徳 授
業 の 実 践 記 録 ― 全 国 代 表 的 研 究 者 の
研究発表―』  
第 16 回   
『 道 徳 教 育 の  全 体 計 画 と 道 徳 授 業
の 原 型 ― 全 国 代 表 的 研 究 者 の 研 究 発
表集―』  
第 17 回   
『 道 徳 教 育 の 平 板 化 を 克 服 す る  道
徳授業の構造化と力動化』  
第 18 回   
『 道 徳 的 自 覚 の 深 化 を 踏 ま え た  道
徳 授 業 の 基 本 的 指 導 過 程 ― 授 業 の 原
型をもとめて―』  
第 19 回  
「 大 学 教 職 課 程  社 会 科 教 材
研究  社会科教育と道徳教育」
（大会研究資料）  
『 道 徳 教 育 に お け る  知 と 実 践 の 問
題―価値葛藤の場の克服―』  
第 20 回   
『 実 践 力 の 根 基 に 培 う  道 徳 授 業 の
構 造 改 革 へ の 方 途 ― 道 徳 教 育 学 の 構
想のために―』  
第 21 回  （休会）  
30 
 
第 22 回  
『 実 践 の 根 基 に 培 か う  道 徳
教 育 の 基 本 原 理 ― 価 値 葛 藤 の
場において―』  
『 実 践 の 根 基 に 培 か う  道 徳 教 育 の
指導原理を求めて』  
第 23 回   
『 実 践 の 根 基 に 培 か う  道 徳 時 間 の
存 在 理 由 と 重 点 化 の 問 題 ― 価 値 と 生
活との相浸透する所―』  
第 24 回   『道徳教育観における１２の対立点』 
第 25 回   
『 道 徳 教 育 に お け る 軌 道 修 正 ― １ ５
の 分 岐 点 ― 調 和 と 統 一 を 基 盤 と し て
―』  
第 26 回    
第 27 回    
第 28 回    
第 29 回    
第 30 回   
30 周年記念「道徳的実践力育成のため
に  道 徳 授 業 の 指 導 過 程 の 再 検 討  
― 道 徳 的 自 覚 の 深 化 の 過 程 を 踏 ま え
て―」  
第 31 回   
『 道 徳 的 実 践 力 の 育 成 を め ざ す  道
徳 授 業 に 活 路 を ひ ら く 五 つ の 方 途 ―
価値葛藤の場において―』  
第 32 回   
『 価 値 葛 藤 の 場 を 生 か す  道 徳 的 実
践 力 育 成 の ツ ボ と コ ツ ― 知 と 実 践 の
ズレを克服して―』  
第 33 回  
『 道 徳 的 実 践 力 の 育 成 を め ざ
し  中 道 を ゆ く 道 徳 教 育 の 実
践 構 想 ― 価 値 葛 藤 の 場 に お い
て―』  
 
第 34 回  
『 道 徳 的 実 践 力 の 育 成 を め ざ
し  道 徳 授 業 の 活 性 化 へ の 展
開 原 理 ― 価 値 葛 藤 の 場 に お い
て―』  
『 主 体 的 な 実 践 力 を 育 成 す る  道 徳
授業の活性化への展開原理―（こんな
授 業 で 道 徳 的 実 践 力 が 身 に つ く だ ろ
うか）―』  
第 35 回  
『 道 徳 的 実 践 力 の 育 成 を め ざ
し  目 的 が 一 貫 す る 道 徳 授 業
の 展 開 過 程 ― 価 値 葛 藤 の 場 に
おける―』  
 
第 36 回  
『 道 徳 的 実 践 力 の 育 成 を め ざ
す  道 徳 教 育 は 教 師 中 心 か 生


















１  知 と実 践 のズレを克 服 させる方 法 原 理 （研 究 発
表）  
1000 円  
２  道徳授業の原型と力動的展開  600 円  
３  人間存在の基本的構造と価値葛藤  600 円  
４  道徳授業の力動的展開原理  850 円  
５  価値葛藤の場と道徳教育  1400 円  









































33 頁。  
2  松下佳代編著『〈新しい能力〉は教育を変えるか―学力・リテラシー・コ
ンピテンシー―』ミネルヴァ書房、 2010 年、 35 頁。  
3  松下良平「〈他者〉との共生のための道徳教育―伝達と寛容の二元論を超
えて―」森田尚人・藤田英典・黒崎勲・片桐芳雄・佐藤学編『教育学年報
3 教育の中の政治』世織書房、 1994 年。  
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62  行安、同上書、 204 頁。  
63  廣川正昭「はじめに」同上書、 129 頁。  
64  筆者が入手した関西道研全国大会関係資料の中で、「プログラム」体の資
料を入手できたのは第 19 回（S43）大会のみであったため、 1968（昭和
43）年段階のものをここでは提示した。なお、「昭和 37 年『道徳教育研究
協議会プログラム』」を参照したという行安による「会則」の表記では、最
初から 10 項目目までは同様であるが、最後 2 項目が示されていない。（行
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66  行安、前掲書（行安・廣川編 2012）、 205 頁。  
67  同上、 128 頁。  
68  廣川、前掲書（行安・廣川編 2012）、 129 頁。  
69  確認できた範囲では、具体的な会場は、次の通りである。  
 第 1 回：京都市朱雀大六小学校、第 2～ 5 回：京都学芸大学、第 6～ 10 回：
京都市洛北高等学校、第 11～ 15 回：京都精華会館（ただし、第 11 回大会
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70  地区大会の開催は下表の通りであった。表の作成にあたっては、① 1954
（昭和 29）～ 1964（昭和 39）年までは平野（ 1964）の平野のまとめ、②
それ以降は行安・廣川編（ 2012）の行安のまとめを参照した（行安のまと
めは第 36 回「大会記録資料」を参照している）。  


















                                                                                                                                                          
 
表序脚注 -１ .  関西道徳教育研究会  地区大会変遷  
年  九州地区大会  中国地区大会  北陸大会  四国地区大会  東海大会  
1954 
（ S29）  
第 一 回  
（ 1 /2 2- 1/ 23）  
福 岡 県 小 倉 市  
天 神 島 小 学 校  
第 一 回  
（ 5 /8 -5 /9）  
広 島 県 尾 道 市  
長 江 小 学 校  
第 一 回
(6/ 12 -6 /1 3)  
石 川 県 金 沢 市  
松 ヶ 枝 小 学 校  
―  ―  
1955 
（ S30）  
第 二 回  
(11 /2 0- 11 /2 1)  
宮 崎 県 宮 崎 市  
宮 崎 小 学 校  
第 二 回  
（ 5 /1 3- 5/ 14）  
山 口 県 小 野 田 市  
須 恵 小 学 校  
第 二 回  
（ 6 /1 1）  
富 山 県 小 杉 町  
小 杉 長 学 校  
―  ―  
1956 
（ S31）  
第 三 回  
（ 1 1/ 18 -1 1/ 19）  
福 岡 県 大 牟 田 市  
駛 馬 北 小 学 校  
第 三 回  
(11 /2 3- 11 /2 4)  
広 島 県 三 原 市  
第 三 中 学 校  
―  
第 一 回  
（ 5 /2 6- 5/ 27）  
徳 島 県 徳 島 市  
助 任 小 学 校  
―  
1957 
（ S32）  
第 四 回  
（ 1 /2 6- 1/ 27）  
熊 本 県 八 代 市  
代 陽 小 学 校  
第 四 回  
（ 6 /1 -6 /2）  
島 根 県 出 雲 市  
第 一 中 宇 学  
―  ―  
第 一 回  
（ 1 1/ 23 -1 1/ 24） 
愛 知 県 犬 山 市  
犬 山 北 小 学 校  
1958 
（ S33）  
―  
第 五 回  
（ 2 /1 -2 /2）  
山 口 県 下 松 市  
下 松 小 学 校  
―  
第 二 回  
（ 7 /5 -7 /6）  
愛 媛 県 新 居 浜
市  
新 居 浜 小 学 校  
第 二 回  
（ 6 /1 4- 6/ 15）  
三 重 県 伊 勢 市  
明 倫 小 学 校  
1959 
（ S34）  
―  ―  
第 三 回  
（ 5 /3 0- 5/ 31）  
石 川 県 加 賀 市  
山 代 中 学 校  
―  
第 三 回  
（ 1 /1 7- 1/ 18）  
愛 知 県 岡 崎 市  
岡 崎 小 学 校  
1960 
（ S35）  
―  
第 六 回  
（ 1 1/ 22 -1 1/ 23）  
山 口 県 萩 市  
明 倫 小 学 校  
―  
第 三 回  
（ 6 /1 1- 6/ 12）  
愛 媛 県 松 山 市  
道 後 小 学 校  
第 四 回  
（ 7 /2 -7 /3）  
静 岡 県 浜 松 市  
浜 松 市 高 等 学 校
／ 県 居 小 学 校 ／
入 野 中 学 校  
1961 
（ S36）  
―  ―  ―  ―  ―  
1962 
（ S37）  
第 五 回  
（ 1 /2 8- 1/ 29）  
熊 本 県 熊 本 市  
太 洋 ホ ー ル ／ 砂 取 小
学 校  
―  ―  ―  ―  
第 六 回  
（ 1 1/ 23 -1 1/ 24）  
佐 賀 県 武 雄 市  
市 公 会 堂 ／ 武 雄 小 学
校 ／ 武 雄 中 学 校  
1963 
（ S38）  
第 七 回  
（ 1 1/ 22 -1 1/ 23）  
宮 崎 県 都 城 市  
市 体 育 館 ／ 大 王 小 学
校 ／ 小 松 原 中 学 校  
―  ―  ―  ―  
1964 
（ S39）  
―  
第 七 回  
（ 6 /1 2- 6/ 13）  
兵 庫 県 姫 路 市  
厚 生 会 館 ／ 八 幡 小
学 校 ／ 太 白 小 学 校  
―  ―  ―  
1965 
（ S40）  
◆ 浜 松 市  
1966 




                                                                                                                                                          
 
1967 
（ S42）  







※ 4 表中の「年」は、「年度」ではなく「年」に従った。  
 
71  平野武夫『道徳的実践力の育成をめざし  中道をゆく道徳教育の実践構想
―価値葛藤の場において―』関西道徳教育研究会、 1982 年、 2 頁。  
72  行安、前掲書（行安・廣川編 2012）、 201 頁。  
73  ただし、当該「大会記録資料」と平野武夫「『道徳教育研究協議全国大会』
の歩み  ―『関西道徳教育研究会』十五年の足跡―」『第十五回道徳教育全
国大会記録  新しい倫理観の確立と  道徳授業の力動的展開原理―価値葛藤
の場の把握と設定―』（関西道徳教育研究会、 1964 年）では、記録が異な
っている部分もある。本稿では、実際の「大会記録資料」の方を優先した。  
74  廣川、前掲書（行安・廣川編 2012）、 136 頁。  
39 
 
第 1 章 戦後日本道徳教育史研究における平野武夫および価
値葛藤論の意義―本研究の視角としての妥当性検証―  
 






















議に関わる論者を 27 名挙げ、うち 6 名を「最近の道徳教育論議」の論
者として取り上げた 1。船山（ 1960）では「『特設道徳』論争」を取り
上げ、「『特設道徳』必要論」「指導者講習会講師の道徳教育論」「『特設
道徳』反論」と項立てした上で 23 名の論者を取り上げている 2。船山
（1981 上・下）の中で「道徳特設論争」に関係して登場する論者は上
下巻合わせて 18 名である 3。取り上げる論者は船山（ 1960）に比べ少
ないが、本書は道徳教育に特化した書のため一つ一つの論の解説が詳
細である。特に船山（ 1981 下）は、「特設論争」に割かれるページ数
は約 140 ページと四書の中で最多である。  




























表 1-1.  船山研究における道徳特設論争関係論者  






















































































































































表 1-2. 『戦後道徳教育文献資料集』における 1960 年頃までの集録資料  
巻  著者・編者  タイトル  発行年  
1 天野貞祐  道理の感覚  1937 
2 
文部省  国体の本義  1937 
文部省教学局  臣民の道  1941 
3 
（ 公 民 教 育 刷 新 委 員 会 答 申 か ら 『 中 等 学 校 ・ 青 年 学 校 公 民 教 師 用 書 』 ま で を 含 む
1945~1946 年の政策関連文書等 8 点）  
4 
（ 教育 刷新 委員会 総会 会議録 から 「社 会科問 題協 議会第 六次 声明 」まで を含 む 1946～
1955 年の政策関連文書等 10 点）  
5 平野武夫  新しい道徳教育への道  －新しい倫理の確立  1950 
6 周郷博  
新 し い 道 徳 教 育  ― 幼 年 期 か ら 少 年 少 女 期 ま
での指導―  
1951 
7 勝部真長  道徳教育  1951 
8 海後勝雄  道徳教育の前進  1951 
9 東京教育大学内児童研究会  新しいしつけ  1952 
10 平野武夫  道徳教育の指導計画  －新教育の倫理的點晴  1951 
11 
日本倫理学会  道徳教育－日本倫理学会年報  第一集  1952 
東 京 学 芸 大 学 内 教 育 課 程 研
究会  




道徳における人間形成―道徳教育（ 現 代 道 徳 講





道徳教育の課題と指針  1957 
14 
（道義再建運動本部）  教育勅語にかわる新道徳問題  ―審議記録  1956-57 
教育記者の会・道徳教育研究
会  
文部省発表  道徳実施要綱の解説  1958 
15 日本道徳教育学会  道徳教育実践上の諸問題  1958 
16 文部省  新しい道徳教育のために  1959 
17 
教育課程審議会  教育課程審議会会議録 (抄 )  1957-58 
日 本 教 育 学 会 教 育 政 策 特 別
委員会  
道徳教育に関する問題点 (草案 )  1957 
文部省  小学校 /中学校学習指導要領  道徳編   1958 
―  
小・中学校「道徳」実施要綱とその批判   (『カ
リキュラム』 1958 年  5 月号付録 ) 
1958 





教育課程審議会  学校における道徳教育の充実方策について  1963 
18 小川太郎  国民のための道徳教育  1958 
19 
勝部真長  特設「道徳」の考え方  ―特設時間の問題点 ―  1958 
勝部真長  道徳教育  ―その思想的基底 ―  1959 
20 日本社会科教育学会  社会科と道徳教育  1958 
21 古川哲史、堀秀彦  道徳教育とは何か  : 道徳教育講座 . 1 1958 




シンポジウム道徳教育  1959 
24 上田薫  道徳教育の理論  1960 











































■第 4 回教育課程審議会初・中合同会（総会）  1957 年 10 月 12 日  
ⅰ）委員：「現場の意見は三つにわかれている。賛成派と反対派と、
文部省できめたら教育の技術やとしてこれをこなしていこうとい
















月、火、木は 20 分、金は 30 分、各学級一斉に道徳に関する指導
が行われている。さらに『郷土の偉人を中心にするもの』として、
中江藤樹を取り上げている滋賀県の青柳小学校、二宮尊徳を取り上





小学校が 1955（昭和 30）年、下松小学校が 1957（昭和 32）年より実
践報告を関西道徳教育研究会において行なっている 15。百舌鳥小学校




































































































佐美寛は、2000 年以降自身の「問題意識集」を刊行し、13 巻のうち 2
巻を道徳教育関連書とした。そのうちの 1 冊は『「価値葛藤」は迷信で
ある―「道徳」授業改革論―』と題された書であった。本書の指摘を
表 1-3. 『道徳教育の授業理論』（ 1981）における道徳授業理論一覧  
 
 
表 1-4. 『道徳教育入門』（ 2008）における道徳授業理論一覧  
執筆者  道徳授業理論  提唱者・関係論者  








「 道 徳 性 発 達 論 と 道 徳 授 業 の
展開」  
コールバーグ、ギリガン、岩佐信道  
金井肇  「構造化方式論と展開」  金井肇、中国東北師範大学研究グループ  
林泰成  































見出すことができよう 31。  
このことは関西道研についても同様の事がいえる。関西道研は「道
徳の時間」が設置される以前の 1950（昭和 25）年から 30 年近く年次
































 平野  
道徳授業  
反対  賛成  
















































平野の道徳教育論全体を視野に入れた研究や、特に 1958 年以前の 1950
年代における平野および関西道研の動向を実証的に踏まえた研究はほ












































                                                   
 
1  船山謙次『戦後日本教育論争史－戦後教育思想の展望－』東洋館出版社、




武田清子、柳久雄、丸岡秀子。後半 6 名が「最近の道徳教育論議」の論者。  





3  船山謙次『戦後道徳教育論史  上』『戦後道徳教育論史  下』青木書店、




4  船山、前掲書（ 1960）、 273 頁。傍点は原文ママ。  






























                                                                                                                                                          
 
6  船山、前掲書（ 1981 下）、 93 頁。  
7  順に、船山（ 1960） 253 頁、船山（ 1981 下） 33 頁、船山（ 1981 下） 69
頁、船山（ 1960）258 頁、船山（ 1981 下）33 頁、船山（ 1981 下）45 頁、






的であるという指摘を行っている。（船山、前掲書（ 1981 下）、38-41 頁。）  
9  船山、前掲書（ 1960）、 255 頁。  
10  同上、 255-258 頁。  
11  貝塚茂樹『戦後道徳教育文献資料集  第Ⅰ期  別冊  解説・解題』日本図書
センター、 2003 年、 68・ 78 頁。  
12  貝塚茂樹『戦後教育改革と道徳教育問題』日本図書センター、 2001 年、
328-329 頁。  
13  同上、「第二部  第三章  占領後期における文部省の道徳教育振興策と道徳
教育問題」 307-334 頁において。  
14  押谷、前掲書（ 2001）、 77・ 81 頁。  
15  平野武夫『第十回全国大会記録  価値葛藤の場に生きる  道徳の時間の指
導原理―その平板化を救うもの―』関西道徳教育研究会、1959 年、後篇「道
徳教育全国大会 10 年の歩み」内 56・ 80 頁。  









道徳教育研究者連盟・関西道徳教育研究会、 1985 年、 147 頁。）加えて、
内海巌や天野貞祐、勝部真長の面々も関西道徳教育研究会での講演等があ
り交流があった。  
17  宮田丈夫『道徳教育全書１  教育の現代化と道徳教育』明治図書、 1968
年、 141-168 頁。以下の引用は特別の註を付さない限り同引用元からのも
のである。  
18  同上、 116 頁。  
19  宮田丈夫「新価値主義的道徳授業論とその展開」現代道徳教育研究会編
『道徳教育の授業理論―十大主張とその展開―』明治図書、 1981 年、 100
頁。  
20  同上。  
21  間瀬正次『戦後日本道徳教育実践史』明治図書、 1982 年、 142 頁。  
22  宮田、前掲論文（ 1981）、 102 頁。  
23  宮田、前掲書（ 1968）、 16-17 頁。  
24  宮田、前掲論文（ 1981）、 103 頁。  
56 
 
                                                                                                                                                          
 
25  小寺正一「価値葛藤による授業」押谷由夫・宮川八岐編『道徳・特別活
動重要用語 300 の基礎知識』明治図書、 2000 年、 100 頁。  
26  道徳教育事典編集委員会編（青木孝頼・宇留田敬一・沢田慶輔・宮田丈
夫編）『道徳教育事典』第一法規、 1965 年、 169-171 頁。  
27  江島、前掲書（ 2016）、 247-251 頁。  
28  荒木紀幸「連載／モラルジレンマの教材開発・1 価値葛藤と平野理論（ 1）」
『現代教育科学』461 号、明治図書、1995 年 4 月。荒木紀幸「連載／モラ
ルジレンマの教材開発・2 価値葛藤と平野理論（ 2」『現代教育科学』462
号、明治図書、 1995 年 5 月。  
29  伊藤啓一「道徳教育における価値葛藤の研究」『金沢工業大学研究紀要 B』  
No.11、 1988 年。  
30  宇佐美寛『「価値葛藤」は迷信である―「道徳」授業改革論―』明治図書、
2005 年。  
31  押谷も、道徳特設を戦後道徳教育の一貫した論理の中で捉えた一人に平





教育論の考察を中心として―」『第 34 回全国道徳教育研究大会  大会集録
「主体的な実践力を育成する道徳授業の活性化への展開原理」』全国道徳
教育研究者連盟・関西道徳教育研究会、 1983 年。）  
33  行安茂『道徳「特別教科化」の歴史的課題―近代日本の修身教育の展開
と戦後の道徳教育―』北樹出版、 2015 年。  
57 
 
第 2 章 戦後初期における全面主義道徳教育の理念  
 
 









































える［第 2 節］。次に、戦後最初の 1947（昭和 22）年度学習指導要領
体制下の道徳教育について整理し［第 3 節］、全面主義道徳教育体制導
入時の課題と揺らぎ［第 4 節］、 1951（昭和 26）年度学習指導要領の
改訂点［第 5 節］を確認する。［第 6 節］で本章のまとめを行う。  
 







































は批判が加えられていった 6。  
こ の 時 点 で は CIE （ 民 間 情 報 教 育 局  Civil Information and 
Educational Section）も新教育勅語渙発の方針を企図していたとされ
る 7。ただし CIE の意図は、日本の民主化政策の効果的な推進のために




崇拝という行動様式の排除に重点をおいている 9。  
 1946（昭和 21）年 3 月に来日した米国教育使節団は、日本側教育家









日本の学校教育に反するものと我々は考える。 10  
 
ここでは教育勅語廃止にも新教育勅語渙発にも触れられず、勅語の儀






















































































































































































































































は、1945（昭和 20）年 9 月 27 日の「公民教育ニ関スル調査」につい
ての討議を始めとし、同年 11 月 1 日の公民教育刷新委員会設置と同委
員会における「公民教育刷新委員会答申」（第 1 号：同年 12 月 22 日）
（第 2 号：同年 12 月 29 日）、1946（昭和 21）年 5 月 7 日文部省通達
「公民教育実施に関する件」、同年『国民学校公民教師用書』（ 10 月 5
日）・『中等学校・青年学校公民教師用書』（ 10 月 22 日）発行の一連の
動向を「公民教育構想」とする。この構想の中で、修身科に代わる教





























とは「基本的に相容れるものではなかった」 37。そのため CIE と折衝






























いる 44。  








































































































旧修身科（内心 の問題）  旧公民科（社会 の機構 や作用 の面）  



























































































































学校公民教師用書』は 1946（昭和 21）年 10 月 5 日、『中等学校・青
年学校公民教師用書』（以下、『中・青公民教師用書』と略）は同年 10
























































































第 4 節  戦後初期の道徳教育―全面主義道徳教育路線の内実―  
（1）教育基本法の道徳教育への関心  
1946（昭和 21）年 11 月 3 日、国民主権・平和主義・基本的人権の



















































（2）昭和 22 年度学習指導要領における道徳教育的関心  























資料 2-1. 『昭和 22 年度学習指導要領一般編』における「教育の一般目標」 7 5  
 









































































































る」ことであると述べ、実際生活に働く力の育成を重視している 78。  
これらの力を育成するために社会科が採用したのが、問題解決学習




































































うものでやって行く」と説明した 87。  

















来る傾きがある」と、その不十分さを指摘している 88。  
一方、道徳教育に関する教授の必要性を指摘する声は CIE 内にも見



























討する契機を日本側に提供する役割を果た」すものであった 91。   
1950（昭和 25 年）年 8 月 27 日に第二次米国教育使節団が来日し、












































こうした中、 1950（昭和 25）年 5 月に文相に就任した天野貞祐は、
















































表 2-1.『読売新聞』による修身科復活に関する世論調査（ 1950 年 12 月 8 日）  
 修身科復活  賛成  修身科復活  反対  計  




教師  96 43.6 124 56.4 220 




173 85.2 30 14.8 203 
●賛成の投書内容：①敗戦後の思想混迷にあえぐ青少年に精神的支柱を与える。  ②あ
らゆる家庭で子どもの行儀やしつけに困っている。  ③社会科教育では、徳育教育の効
果があがらない。    
●反対の投書内容：①すべての生活、あらゆる教育の場面を通じて教えるべきで、特定
の科目を設けるべきではない。  ②社会科教育の内面的充実で十分。  ③大人の世界の
浄化が先決。  ④子どもの考え方を尊重せよ。   


























































































































































































































学校学習指導要領  社会科編小学校（試案）』＝『S26 学習指導要領（小・
社会）』、『中学校  高等学校  学習指導要領  社会科編Ⅰ  中等社会科とそ
の指導法（試案）』＝『S26 学習指導要領（中・高社会Ⅰ）』、『中学校  高
等学校  学習指導要領  社会科編Ⅱ  一般社会科（中学１年－高等学校１
年，中学校日本史を含む）（試案）』＝『 S26 学習指導要領（中・高社

































































































資料 2-2.『 S26 学習指導要領（小・社会）』における「望ましい生活態度」観点  
 
第一：  豊かで重厚な人間性を育てること   
○人格の尊厳を理解し、自他の権利を尊重すること。   
○人間的な欲求を積極的に充足しようとすること。   
○自由を愛好し、したがって他人の自由を尊重すること。   
○個性を重んじ、寛容な態度で人に接すること。   
○いかなる場合にも最善を尽し、決して希望を失わないこと。   
○純粋で豊かな愛情を生活にしみわたらせること。   
○平和を愛し、真理探究の意欲をもつこと。   
○普遍的人間性の立場に立ちながら民族的なほこりもつこと。   
第二：  統一のある生活態度を形成すること   
○絶えずじぶんの考えを検討し深くつきつめ、純粋で統一のあるものにしようと努め
ること。   
○自発性に富み、自主独立の精神をもつこと。   
○無条件に既成のものにとらわれることをしない批判的態度を確立すること。   
○自律的で言ったり行ったりすることに一貫性があること。   
○強固な信念をもって考え、かつ行動すること。   
○絶えず自己を向上発展させるため、謙虚に他に求める態度をとること。   
第三：清新で明るい社会生活を営む態度を養うこと   
○建設的な意欲をもって協力すること。   
○社会連帯の意識に基き、強固な責任感をもつこと。   
○正義に対する鋭敏な感覚をもつこと。   
○法や規則をじぶんたちのものとして尊重するとともに、合法的なやり方でそれを改
善する努力をはらうこと。   
○民主的生活に必要な礼儀を守り、尊敬や感謝の念をもつこと。   
○勤労を尊び、社会に寄与するに足る健康を保持すること。   
○慰安と休養とを正しく活用すること。   
○生活に潤いを与える美的情操をもつこと。  
第四：創造的な問題解決に必要な力を養うこと   
○あくまでも真実を追求してやまないこと。   
96 
○広い視野で問題をとらえ、その核心をつくことにより、能率的で有意義な解決をは
かる力をもつこと。   
○ものごとを具体的総合的に考え、現実を生き生きととらえること。   
○科学的知性を備え、客観的、合理的な判断をすること。   
○仕事に没入しながらも、たえず独断偏執や形式化を排除すること。   
○事態の急変に正しく対処することのできる沈着機敏な思考と決断の力をもつこと。  







指導要領音楽科編（試案）』 117では、「第Ⅰ章  音楽教育の目標」の中







資料 2-3.『 S26 学習指導要領（中高・音楽）』における道徳教育との関係性記述  
 
Ⅰ  道徳教育と音楽   
道徳的態度は、徳目の観念的理解や、徳目の盲目的実行によっては育成されない。批
判力と実践力に富んだ自主的・自律的人間の形成によって、はじめてこれが期待される




１ ) 自由の精神の養成。    ２ ) 他人の人格に対する尊敬心の養成。   
３ ) 責任を果すことの実践。  ４ ) 協力心の養成。   




１ ) 性格の発達。  
２ ) 身体および精神の健康と情緒の安定。  
３ ) レクリエーショシについての能力と習慣の発達。  
































































































にしたのが表 2-2 である。  
 
表 2-2.  戦後初期全面主義道徳教育の理念  


























































































                                                   
 
1  貝塚茂樹『戦後教育改革と道徳教育問題』日本図書センター、 2001 年、
18-22、 138-139、 394 頁等。  
2  同上、 17 頁。  
3  同上、 53 頁。この方針は、日本側だけのものではなく、文部省と CIE 双
方が新教育勅語の渙発という方向での着地点が模索されていた。（同、 55
頁。）  
4  「新日本建設ノ教育方針」（ 1945 年）、 121 頁。頁は所収元。所収：戦後
日本教育史料集成編集委員会『戦後日本教育史料集成  第一巻』三一書房、
1982 年。  







い」という意見が 15、 6 人だったと報告している（「教育刷新委員会第一
特別委員会  第一回議事速記録（昭和 21 年 9 月 23 日）」日本近代教育史
料研究会編『教育刷新委員会教育刷新審議会会議録第六巻（第一特別委員
会、第二特別委員会）』岩波書店、 1997 年、 7 頁。）  
務台によれば、新教育勅語渙発の反対意見の主な理由は、①主権在民＝国
102 




革』勁草書房、 1983 年、 132 頁。）  
7  貝塚、前掲書（ 2001）、 55 頁。  
8  同上、 48 頁。  
9  同上、 41 頁。  
10  『米国教育使節団報告書―連合国軍最高司令官に提出されたる―』 1951
年、 98 頁。頁は所収元。（所収：前掲『戦後日本教育史料集成  第一巻』、











（ 2001）、 46-49、 57 頁。）  
12  1946（昭和 21）年 8 月設置、9 月発足。1949 年に教育刷新審議会に改称。  
13  教育勅語について審議されたのは、第一特別委員会の第一回審議（昭和




議室長  関口隆克、文部次官  山崎匡輔。  
14  「勅語及詔書等の取扱について」（ 1946 年 10 月 8 日）（所収：戦後日本
教育史料集成編集委員会『戦後日本教育史料集成  第二巻』三一書房、1983
年、 338 頁）。  
15  貝塚、前掲書（ 2001）、 175 頁。  
16  「教育刷新委員会第一特別委員会  第二回議事速記録」（昭和 21 年 9 月
25 日）前掲『教育刷新委員会教育刷新審議会会議録  第六巻』、 34 頁。  
17  小野雅章「御真影・奉安殿の戦後「改革」－戦後教育改革における天皇
制の転成－」日本教育学会『教育学研究』第 57 巻第 4 号、 1990 年。  
18  所収：解説教育六法編集委員会『解説教育六法 2003』三省堂、 2003 年、
1114 頁。  
19  貝塚、前掲書（ 2001）、 156 頁。  
20  同上、 210 頁。  
21  貝塚茂樹『戦後道徳教育文献資料集  第Ⅰ期別冊  解説・解題』日本図書
センター、 2003 年、 27 頁。  
22  ①「教育刷新委員会第一特別委員会  第二回議事速記録」所収前掲書、
19 頁。②同、24 頁。③同、22 頁。④同、25 頁および「教育刷新委員会第
一特別委員会  第一回議事速記録」所収同書、 5 頁。⑤同、 19 頁。  
23  水原克敏『近代日本カリキュラム政策史研究』風間書房、 1997 年、 321
頁。  
24  沼田裕之（編著）『〈問い〉としての道徳教育』福村出版、 2000 年、 124
頁。  
25  藤田昌士『道徳教育  その歴史・現状・課題』エイデル研究所、1985 年、
21 頁。  
26  辻田力・田中二郎（監）教育法令研究会（編）『教育基本法の解説』国立
103 
                                                                                                                                                          
 
書院、1947 年、41 頁。（所収：平原春好編『日本現代教育基本文献叢書  教
育基本法制コンメンタール 1 教育基本法の解説』日本図書センター、1998
年）  
27  水原克敏『現代日本の教育課程改革』風間書房、 1992 年、 7 頁。  
28  前掲『戦後日本教育史料集成』第一巻、 43 頁。  








（貝塚、前掲書（ 2001）、 75-77 頁。）  
30  貝塚、前掲書（ 2003）、 19 頁。  
31  「第一次米国教育使節団報告書」、所収前掲書、 91-93 頁。以下の引用も
同様。  
32  水原、前掲書（ 1992）、 31 頁。  
33  片上宗二『日本社会科成立史研究』風間書房、 1993 年、 269、 272 頁。  
34  公民教育構想を率いたのは前田多門文相であった。また、1945（昭和 20）
年 11 月 1 日設置の  公民教育刷新委員会について勝田は、「この委員会は、
GHQ とはなんら関係なく、自主的に成立し、運営されたものだというこ
とは、とくに強調しておきたい」としている。（勝田守一『勝田守一著作
集  第 1 巻  戦後教育と社会科』国土社、 1972 年、 20 頁。）  
35  過去に存在した「公民科」と区別するために、公民教育構想の提案する
「公民科」を必要に応じて新「公民科」と表記する。  
36  勝田、前掲書（ 1972）、 43 頁。  
37  貝塚、前掲書（ 2001）、 111 頁。  
38  同上、 32 頁。  
39  勝田、前掲書（ 1972）、 33 頁。  
40  戦後日本教育史料集成編集委員会『戦後日本教育史料集成  第二巻』三一
書房、1983 年、510－ 514 頁。以下、「公民教育刷新委員会答申」からの引
用はすべて同書による。  
41  貝塚、前掲書（ 2001）、 114 頁。  
42  片上、前掲書（ 1993）、 177 頁。  
43  文部省『中等学校・青年学校公民教師用書』1946 年（所収：宮田丈夫（編）
『道徳教育資料集成  3』第一法規、 1959 年）。  
44  勝田、前掲書（ 1972）、 32 頁。  
45  所収：前掲書『戦後日本教育史料集成  第一巻』、 282 頁。  
46  同上、 138 頁。  
47  貝塚、前掲書（ 2001）、 128 頁。  
48  同上、 110 頁。  
49  同上、 141‐ 143 頁。  
50  片上、前掲書（ 1993）、 431 頁。  
51  文部省「公民教育実施に関する件」 1946 年、所収前掲『戦後日本教育史
料集成  第二巻』、 514－ 515 頁。以下、からの引用はすべて同書による。  
52  前掲『戦後日本教育史料集成  第一巻』、 123 頁。  
53  貝塚、前掲書（ 2001）、 96 頁。   
54  片上、前掲書（ 1993）、 174 頁。  
55  押谷由夫『「道徳の時間」成立過程に関する研究―道徳教育の新たな展開
104 
                                                                                                                                                          
 
―』東洋館出版、 2001 年、 20-21 頁。  
56  勝田、前掲書（ 1972）、 29 頁。  
57  水原  前掲書（ 1992）、 15 頁。  
58  貝塚、前掲書（ 2001）、 115 頁。  
59  文部省『新教育指針  第一部冊』、所収前掲『戦後日本教育史料集成  第
一巻』、 169 頁。  
60  勝田、前掲書、 32 頁。  
61  文部省『中等学校・青年学校公民教師用書』、前掲所収書、 306-308 頁。  
62  同上、 318 頁。  
63  同上、 330 頁。  
64  同上、331 頁。ここでは経済道義についての例示のため経済の話題に傾斜
している。  
65  同上、 331-332 頁。  
66  片上、前掲書（ 1993）、 421 頁。  
67  水原、前掲書（ 1992）、 78 頁。  
68  同上、 312 頁。  
69  同上、 330-331 頁。  
70  船山謙次『戦後道徳教育論史  上』青木書店、 1981 年、 69 頁。  
71  平原春好編『教育と教育基本法』勁草書房、 1996 年、 49 頁。（三輪定宣
執筆）  
72  堀尾輝久『いま、教育基本法を読む』岩波書店、 2002 年、 71 頁。  
73  田中耕太郎『教育基本法の理論』有斐閣、 1961 年、 81 頁。  
74  押谷、前掲書（ 2001）、 26 頁。  
75  文部省『学習指導要領一般編（試案）昭和二十二年度』
https://www.nier.go. jp/guideline/s22ej/index.htm  
学習指導要領からの引用については、以下全て、国立教育政策研究所作成
「学習指導要領データベース」（ 2014 年 12 月 26 日最終訂正版）を使用。
当該『学習指導要領』トップページ URL のみ記載。  
76  第三章 .教科課程  二 .小学校の教科課程と時間数の項。  
77『学習指導要領社会科編（Ⅰ）（試案）昭和二十二年度』
https://www.nier.go. jp/guideline/s22ejs1/index.htm  
78  同上。  
79  これは、第七学年～第十学年、つまり中学一年から高校一年を対象とし
ているものである。  
80  片上、前掲書（ 1993）、 696－ 697 頁。  
81  木村博一『日本社会科の成立理念とカリキュラム構造』風間書房、 2006
年、 417-448 頁。  
82  同上、 449-453 頁。  
83  同上、 450 頁。  
84  水原克敏『現代日本の教育課程改革』風間書房、 1992 年、 134 頁。  
85  同上、 195 頁。  
86  貝塚、前掲書（ 2001）、 143 頁。  
87  「教育刷新委員会第二特別委員会  第 16 回議事速記録（昭和 21 年 11 月
29 日審議）」、436 頁。頁は所収元。（所収：日本近代教育史料研究会編『教
育刷新委員会  教育刷新審議会会議録  第六巻（第一特別委員会、第二特
別委員会）』岩波書店、 1997 年）  
88  同上、 483-484 頁。  





                                                                                                                                                          
 
供する役割を果た」すものであったとしている。（貝塚茂樹『戦後教育改
革と道徳教育問題』日本図書センター、 2001 年、 271 頁。）  
91  貝塚、前掲書（ 2001）、 271 頁。  
92  『第二次訪日米教育使節団報告書』 1950 年、 187 頁（頁は所収元）。（所
収：戦後日本教育史料集成編集委員会『戦後日本教育史料集成  第三巻』
三一書房、 1983 年、 171‐ 187 頁。）以下、『第二次報告書』からの引用は
すべて同書からのもの。  
93  船山謙次『戦後道徳教育論史  上』青木書店、 1981 年、 96-97 頁。  
94  『読売新聞』1950 年 11 月 17 日夕刊（船山、同上書、107 頁より再引用）。  
95  松下行則「戦後『特設』道徳論の浮上― 1950 年後半～ 1951 年前半―」福
島大学教育学部『福島大学教育学部論集  教育・心理部門』53、1993 年、
51 頁。  
96  天野貞祐の当時の発言等についての分析は、貝塚前掲書（ 2001）や貝塚
茂樹『戦後教育のなかの道徳・宗教＜増補版＞』（文化書房博文社、 2006
年）に詳しい。  
97  貝塚、前掲書（ 2001）、 273-281 頁。  
98  「社説  道徳教育の在り方」『朝日新聞』1950 年 12 月 1 日（前掲『戦後
日本教育史料集成  第三巻』、 363 頁。）  
99  「社説  道徳教育・愛国心など」『毎日新聞』1951 年 2 月 12 日（前掲『戦
後日本教育史料集成  第三巻』、 364 頁。）  
100  教育課程審議会「道徳教育振興答申」1951 年（所収：前掲『戦後日本教
育史料集成  第三巻』、341-342 頁）。以下、「道徳教育振興答申」の引用は
すべて同書、同頁による。  
101  文部省「道徳教育方策案」1951 年（所収：前掲『戦後日本教育史料集成  
第三巻』、342-343 頁）。以下、「道徳教育方策案」の引用はすべて同書、同
頁による。  
102  上田薫『上田薫著作集 6 道徳教育論』黎明書房、 1993 年、 231・ 236
頁。  
103  松下行則「『修身科』復活＝教科特設をめぐる相克― 1950 年教育課程審
議会での論争を中心として―」日本教育学会『教育学研究』62（ 2）、1995
年、 26 頁。  
104  『道徳教育のための手引書要綱―児童・生徒が道徳的に成長するために
はどんな指導が必要であるか―』前掲『道徳教育資料集成  ３』、 423 頁。
（以下、『手引書要綱』と略）  
105  松下、前掲論文（ 1993）、 60 頁。  
106  貝塚、前掲書（ 2001）、 330 頁。  
107  『手引書要綱』前掲『道徳教育資料集成  3』、 423 頁。  
108  同上書、 423-424 頁。  
109  安積正雄「道徳教育についての一考察  ―「道徳の時間」の特設と今後
の道徳教育について―」中京大学学術研究会『中京大学教養論叢』22（ 3）
（通巻 56 号）、 1981 年、 129-130 頁。  
110  『手引書要綱』前掲『道徳教育資料集成  3』、 424-426 頁。  
111  同上書、 425 頁。  
112  松下、前掲論文（ 1993）、 52 頁。  
113  上田薫「道徳教育のための手引書要綱の性格」『文部時報』（ 1951 年 6
月号）（所収：前掲『戦後日本教育史料集成  第三巻』、 344－ 348 頁）。  
114  前掲『戦後日本教育史料集成  第三巻』、 345－ 346 頁。  
115  前掲、国立教育政策研究所作成「学習指導要領データベース」を使用。  
○『学習指導要領一般編（試案）  昭和 26（ 1951）改訂版』
https://www.nier.go. jp/guideline/s26ej/index.htm  
106 
                                                                                                                                                          
 
○『小学校学習指導要領  社会科編小学校（試案）昭和 26 年（ 1951）』
https://www.nier.go. jp/guideline/s26es/index.htm  
○『中学校  高等学校  学習指導要領  社会科編Ⅰ  中等社会科とその指導
法（試案）  昭和 26 年（ 1951）改訂版』  
https:/ /www.nier.go. jp/guideline/s26jhs1/index.htm  
○昭和 26 年度『中学校  高等学校  学習指導要領  社会科編Ⅱ  一般社会科
（中学１年－高等学校１年，中学校日本史を含む）（試案）昭和 26 年
（ 1951）改訂版』  
https:/ /www.nier.go. jp/guideline/s26jhs2/index.htm  
116  上田薫『上田薫著作集 13 人間のための教育・社会科とその出発』黎明
書房、 1994 年、 195 頁。  
117  前掲、国立教育政策研究所作成「学習指導要領データベース」を使用。  
『中学校  高等学校  学習指導要領  音楽科編（試案） 昭和 26 年（ 1951）』 
   https://www.nier.go. jp/guideline/s26jho/index.htm  
118  貝塚、前掲書（ 2001）、 141 頁。  
119  藤田、前掲書（ 1985）、 79-80 頁。  
120  同上、 81 頁。  
121  同上、 21 頁。  
122  松下良平「道徳」教育思想史学会（編）『教育思想事典［増補改訂版］』
勁草書房、 2017（増補改訂版）、 580 頁。  
123  藤田、前掲書（ 1985）、 60 頁。  







年、 52-54 頁。  
126  上田薫『上田薫社会科教育著作集 4 徳目主義との対決』明治図書、1978
年、 201 頁。  
107 
 
第 3 章 戦後初期における平野価値葛藤論の成立過程   
 
 




















7 節］をまとめとする。  
なお、平野の足跡を追う上で、平野自身が戦後以降の道徳教育の時
期区分をどのようにおこなっていたかをここで前提として提示する。




表 3-1. 平野による戦後道徳教育史の時期区分  
① 1945～ 1950 年   
② 1950～ 1957 年   
③ 1957～ 1963 年   
④ 1963～ 1975 年   






（平野 1985）  
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表 3-2. 平野による新旧道徳教育の比較  







②道徳教育の目標  知的概念主義  実践力の涵養  
③教育方法・学習原理  観念的精神主義  生活体験主義・問題解決法  
④学習の形態  坐聴的教訓主義  社会共同学習  
⑤生活指導  
（教科外指導）  
鍛錬主義・他律的な訓育  自治的生活指導による訓練  






































































































































図 3-1 シュプランガーによる  
文化的価値の領域  
 

























































































































能の構成を比較し、自身の主張を展開している 35。  
平野がこの比較で注目している点は、ヴァージニア・プランで立て
られている「人格の発達」や「自由の拡大」というような「道徳的な





















































































































































生み出していると捉えている 51。  










































徳教育研究会である 54。同年 12 月 9 日 55には「第一回全国大会」を開









い。とはいえ、次年度以降は 750 名、1000 名、1400 名と参会者は増




























































①  昭和 26 年度社会科学習指導要領に即した道徳的価値の提示  



















「尚研究を要する」として問題の指摘のみである 63。  






















表 3-3. 平野による昭和 26 年度社会科学習指導要領の道徳的価値の提示  
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小学校 1 年生  
【指導の目標】  
1.  大人は皆何かの仕事をもっている（職業―分業―協同―生計―努力）  
2.  家の人達は皆何かの役割をもっている（職務―分担―責任―協同）  
3.  親は常に子供のために配慮している（親―愛―感謝―報恩―孝）  
4.  家では私たちの衣食住など毎日の暮しの世話をしてくれる（家―生命維持―恩恵―
感謝―報恩）  
5.  作物をそだて植木の世話をしてくれる人もある（協力―感謝）  
6.  人々は 家庭 や学校 で 皆 で楽し い生 活をす るた めに 色 々な 行事を した り施設 を設け
たりする（娯楽―協同―親和―努力）  
7.  互に親切をつくし合えばわたくしたちの生活は楽しくなる（親切―協同―幸福）   
8.  規則をよく守れば楽しく遊ぶことが出来る（規則―秩序―遵法―協力―幸福）  











【単元の基底】   
主題：身近かな生活   
(a) 学校における生活  
主眼  学校生活に始めてはいった児童は、万事に不案内であり、また集団生活に慣れな




―人・施設・行事・決まりの理解と適応―幸福）   
内容  
1.  学校にはどんなことをする人がいるか（職分―責任）   
2.  どうすれば学校で安全な生活をすることが出来るか（生命維持―安全―工夫）   
3.  どうすれば安全に登校下校ができるか（安全―工夫）  
4.  どうすれば学校を美しくすることが出来るか（美化―工夫―協同）  
5.  どうすれば友達と楽しく遊べるか（友情―工夫―協同）  








1.  通信報 道機 関の発 達は 私たち の意 見の交 換や 知識を 豊か にする こと を容易 にした
（相互依存―相互理解）   
2.  ニュースや世論の機関は人間生活の色々な面に非常に役に立つ（相互依存―相互理
解―相互扶助―一体共生観―人間愛）   
3.  通信報道機関の発達は、私たちの相互の理解を進めるのに役立って来た（相互理解
―相互依存―一体共生観―人間愛）   
4.  人々は皆幸福になれる権利をもっている（基本的人権―人間性）   
5.  凡ての人が幸福になれるように、皆で協力することが政治でなければならぬ（幸福








―不平等―非民主的）   
9.  昔は国の政治が一部の人々の意見で行われ、一般民衆は参与出来なかった（独裁的










13.  戦争は人類にとって最大の不幸である（戦争の不道徳性）  
14.  私達は全力をあげて戦争の回避に努めなければならぬ（戦争回避―世界平和への道
―最大の道徳）   




くことが出来る（学問の進歩―人間の協力―生活向上―努力―道徳的）   
【単元の基底】   
主題：世界に於ける日本  















主なものに、どのようなものがあるか（相互依存―相互扶助）   
4.  衣食住以外に外国から入って来た主なものにどのようなものがあるか、外国人の発
明を私達はどのように利用しているか（相互依存―相互扶助）   
5.  私達は現在外国の人々とどのようにつきあっているか（国際親善―人類愛）   
6.  外国人とつきあうのには、どのようなことに気をつけなくてはならないか（外国人
への敬意―国民的矜持）   
7.  日本人で人類文化に貢献した人にはどんな人がいるか（世界文化への貢献）   
8.  戦争は私達にどのような不幸をもたらしたか（人類の不幸―戦争の不道徳性―世界
平和）  
9.  私達は今後外国とどのようにつきあわなくてはならないか（国際親善・世界平和） 

































































図 3-2. 平野（ 1951）における道徳教育構造図  
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第 4 章 全面主義道徳教育期の道徳教育の現状と課題  
 
 























































































































て道徳教育に関する自由研究が進められていたが 10、 1957（昭和 32）
年から 2 年にわたり「共同研究」の形で全国的調査を行うとし、報告





















































































































































である 29。  
これら 3 つの生活と「しつけ」との関連性についての同書の理解を
抜き出すと表 4-1 の通りとなる 30。  
 
表 4-1. 奈良女子大付属小の「正しいしつけ」実践生活 3 区分  
 しごと（単元学習）  けいこ（基礎学習）  なかよし（特別活動）  
形
態  



































































第 4 節  教育政策の転換による道徳教育を取り巻く背景状況の変容  
一方、戦後初期の道徳教育において中核的な役割を期待された社会
科は、新教育批判やこれに伴う社会科見直しの機運を背景としながら、









申」（ 1953 年 8 月 7 日）（以下、「教課審社会科改善答申」）をまとめた。
その後、中央教育審議会が「社会科教育の改善に関する答申」（ 1953
年 8 月 8 日）（以下、「中教審社会科改善答申」）を、文部省が「社会科











心養成」 34という政治的要請がある。  
水原は、社会科改訂の一連の動向における政治的要請の影響動向を
次のように指摘している。契機は 1950（昭和 25）年 6 月の朝鮮戦争
















































目）を支持するものであった 39。  














すことになった」 43ものであった。  
 





































































ていた文部省の役割が「監督行政に転ずる」ことになる 51。  
具体的に変化が生じたのは学習指導要領の位置づけである。1952（昭
















































第 5 節  昭和 30 年度改訂社会科における道徳教育  
 以上のように、昭和 30 年度社会科改訂は、様々な観点からの道徳教
育強化の声のもとに生れた改訂であった。では実際に改訂された学習
指導要領の内容について見ていく 59。  
 










































































（2）昭和 30 年学習指導要領社会科の道徳教育の変化  
『小学校学習指導要領社会科編  昭和 30 年度改訂版』（以下、『S30
学習指導要領（小・社）』）では、「第 2 章  小学校社会科の目標」の中
で、「社会科の目標と児童の望ましい生活態度」を示した。従来からの








































表 4-2.『小学校学習指導要領社会科編昭和 30 年度改訂版』の目標における改訂点  
 
第一  人間尊重の精神と豊かな心情をつねに日常生活の上に具体的に表現して
いこうとする生活態度を育てること   
○生命、自由、幸福追求などに関する自他の権利を尊重すること。   
○人格の尊厳を理解し、他人の立場を尊重すること。   
○個性を重んじ、寛容な態度で人に接し、信頼と友愛の念を深めること。   
○いかなる場合にも最善を尽し、決して希望を失わないこと。   
○自然やすぐれた芸術に親しむ機会を多くもち、純粋な豊かな愛情を生活にし
みわたらせること。   
○平和を愛し、真理探求の意欲をもつこと。   
○人種・国籍・生活様式の違いなどに基く偏見をなくすように努めること。   
○民族的誇りをもち、郷土や国土を愛し、よりよくしようとする意欲をもつこ
と。  
第二  自主的で統一のある生活態度を形成すること  
○絶えず自分の考えを検討し深くつきつめ、無条件に既成のものにとらわれる
ことをしない批判的態度を確立すること。   
○信念をもって行動し、志した仕事を最後までやりとげる勇気をもつこと。   
○自律的で言ったり行ったりすることに一貫性があること。   
○絶えず自己を向上発展させるため、謙虚に他に求める態度をとること。   
○みずからを慎しみ、良心に恥じない言動をするように努めること。  
第三  清新で明るい社会主活を営むために必要な生活態度を養うこと  
○自己の主張をはっきり述べるとともに、他人の意見もよく聞き、建設的な意
欲をもって協力すること。   
○集団の一員としての義務と責任にめざめ、各人の長所を生かして仕事をす
る  こと。   
○いろいろなきまりや規則を自分たちのものとして尊重するとともに、民主的
な方法でそれを改善する努力をはらうこと。   
○正義に対する鋭敏な感覚をもち、周囲の誘惑に負けない強い意志をもつ こ
と。   
○民主的な生活に必要な礼儀を守り、尊敬、感謝、いたわりの念などをもつこ
と。   
○勤労を尊び、職業の意義を考え、社会に寄与するに足る健康を保持すること。  
○社会に尽した先人に学ぶとともに、現在の社会の制度や施設のじょうずな
活用とその改善についてくふうすること。   
○生活に潤いを与える方法や、余暇を有効に活用する方法などについて考え、
喜びや悲しみを人々とわかち合つて暮すようにつとめること  
第四  創造的に問題解決を行う場合に必要な力を養うこと  
○あくまでも真実を追求してやまないこと。   
○広い視野で問題をとらえ、その核心をつくことにより、能率的で有意義な解
決をはかる力をもつこと。   
○物事を具体的総合的に考え、現実を生き生きととらえること。   
○科学的知性を備え、客観的、合理的な判断をすること。   














































































































第 6 節  まとめ  
 以上 1950 年代前半を中心として、道徳教育に関わる動向を広く確認
してきた。  
 戦後新教育には、社会的混乱を背景に、いわゆる「しつけ」として
表 4-3. 森分による問題解決学習を原理とする初期社会科の類型と変遷  
























て い る 社 会 の も つ
問題、あるいは、子
ど も の 生 活 す る 社
会 の 客 観 的 な 問 題
とみなす場合  
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第 5 章 平野の全面主義道徳教育の模索と「道徳授業」への
接近  
 
第 1 節  はじめに  































































表 5-1. 関西道研全国大会（ 1953～ 1954 年）  
回次  年  大会主題  会場  参会者  




第 5 回  1954(S29) 
道徳教育の実践に於いて相対
立する二つの立場  
同  1100 










感ずるようになっていたことをさらに後に回顧している 5。  



























































































図 5-1. 平野（ 1953）による道徳教育構造図  
（平野 1953、 49 頁。）  
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表 5-2. 平野による主たる道徳教育方法の段階性構想  


















（平野 1953 を基に筆者作成）  
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る 35。  
 




表 5-3. 関西道研全国大会（ 1955～ 1957 年）  
回次  年  大会主題  会場  参会者  






第 7 回  1956(S31) 
問題の倫理としての  
愛国心と親孝行  
同  1200 
第 8 回  1957(S32) 
道徳基準の設定と  
時間特設の問題  
同  1600 










ていることが確認でき 36、両校の実践自体が開始されたのは 1951 年頃
とされている。  
なお、1958（昭和 33）年 2 月開催の第 5 回西日本大会では、「特設
時間」による実践の「7 年の歩み」（すなわち 1951 年頃開始）を徳島
市助任小学校・大阪府堺市百舌鳥小学校が、「 3 年の歩み」（すなわち
1955 年頃開始）を下松市下松小学校・広島市西条中学校、佐世保市大

















導の時間とした」という（図 5-2） 39。この時間は、設置当初は 15 分
（後に 20 分）であった。  
指導内容は、「民主社会に望ましい人間像から演繹して地域性を加味」
したところ、32 項目 168 観点におよんだが、これらは観念的であった
ため、次に「実践指導記録を集積して、これを帰納的に」まとめたと
いう。いくつかの段階を経て 13 項目の基底主題をまとめ、各学年毎の


































































































徳授業」において融合されるのかは、第 7 章での検討に譲る。  
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第 6 章 道徳特設政策の意味と「道徳授業」の課題  
 
 

























本章の構成は次の通りである。［第 2 節］は昭和 33 年度学習指導要
領改訂（道徳特設過程）の概略を整理する。次に、道徳特設批判論を
理論的に総括した日本教育学会における特設批判の見解を材料に、特
設批判論における「道徳授業」の見解を分析する［第 3 節］。［第 4 節］
は実際に設置された「道徳の時間」について学習指導要領をもとに「道





第 2 節  「道徳の時間」特設動向の概略  
（1）沿革  
1956（昭和 31）年 3 月 15 日、清瀬一郎文部大臣が教育課程審議会
（以下、「第一次教課審」と略）に「小学校中学校教育課程ならびに高
等学校通信教育の改善について」を諮問し、審議を開始した。審議は
1957（昭和 32）年 2 月に委員の任期満了に伴い一時休止となったが、
同年文部大臣に就任した松永東が再び諮問し、委員を入れ替えた教課







これまた困難な実情にある」というものであった 1。  









表 6-1. 1958（昭和 33）年道徳特設沿革  
1956（昭和 31）年 3 月 15 日  清瀬一郎文部大臣諮問  
 第一次教育課程審議会審議  
1957（昭和 32）年 9 月 14 日～  第二次教育課程審議会審議  
1958（昭和 33）年 3 月 15 日  教課審答申  
同年  3 月 18 日  文部省「道徳」実施要領通達  
同年  4 月～  「道徳の時間」実質実施  
同年  8 月 28 日  学校教育法施行規則の一部を改正する省令
公布  
『小・中学校学習指導要領  道徳編』公示  
同年  9 月 1 日～  『小・中学校学習指導要領  道徳編』施行  
「道徳の時間」正式実施  


















和 33）年 8 月 28 日の学校教育法施行規則の一部を改正する省令が公
布され、『小・中学校学習指導要領道徳編』が告示された時である。同




























純教育的配慮から実施した」と説明を行っている 7。  
とはいえ、日教組を始めとした「抵抗」の実態は烈々たるものであ






由を奪う官僚行政を改め」 9よと痛烈に非難している。  





してあるまい。」とした他、毎日新聞（ 1957 年 8 月 8 日）でも、道徳














したのは「社会科について」を議題とした審議であった（同年 12 月 7
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挙がったとされている 11。  
道徳特設の方針が決定しまとまった案を示したのは、1957（昭和 32）
に再開された「第二次教課審」の審議であった。「第二次教課審」にお
いて道徳特設方針が了承されたのは、第 4 回総会（10 月 12 日）であ
るが、それまでの審議で道徳の問題について本格審議されたのは第 3































































の具体像の検討については、結実した『昭和 33 年度学習指導要領  道





































































第 3 節  特設批判論にみる「道徳授業」の要請―日本教育学会『草案』  











































































































 ①道徳は時代とともに変わるかどうか  
  ②従属の道徳か発展の道徳か  
  ③道徳における内面性と科学的判断の問題  
  ④道徳教育の内容構造  
２．教育全般を通じて道徳教育を行うことに関する問題  
３．道徳教育と生活指導との関係の問題  
  ①生活指導観の対立  





























































































































































































































（1）『昭和 33 年度学習指導要領』全体構成と道徳教育  













































『昭和 33 年度学習指導要領』 49では、「第 1 章  総則」の第 3 項目
に道徳教育の方針が掲げられ、以下のように規定された。   
 
















とする。   
（道徳の時間における指導は、学級担任の教師が担当することを原
則とする。）  





























































表 6-2. 『昭和 33 年度学習指導要領（小学校）』における道徳の「内容」  



















































・ 生命を尊び，健康を増進し，安全の保持に努める。  
・ 身のまわりを整理・整とんし，環境の美化に努める。  
・ ものや金銭をだいじにし，じょうずに使う。  
・ 自他の人格を尊重し，お互の幸福を図る。  
・ 正直でかげひなたなく、真心を持った一貫性のある行動をする。  
・ いつも明るく，なごやかな気持で，はきはきと行動する。  
・ やさしい心を持つて，動物や植物を愛護する。  
・ 美しいものや崇高なものを尊び，清らかな心を持つ。  
・ だれにも親切にし，弱い人や不幸な人をいたわる。  
・ 互に信頼しあい，仲よく助けあう。  
・ 権利を正しく主張するとともに，自分の果すべき義務は確実に果す。  
・ 勤労の尊さを知るとともに，進んで力を合わせて人のためになる仕事をする。  
・ 家族の人々を敬愛し，よい家庭を作りあげようとする。  
・ 広く世界の人々に対して正しい理解を持ち，仲よくしていこうとする。  
（筆者作成）  
表 6-3. 『昭和 33 年度学習指導要領（中学校）』における道徳の「内容」  


































・ 悪を悪としてはっきりとらえ、決然と退ける強い意志や態度を築いていこう。   
・ 整理整とんの習慣を身につけて、きまりよくものごとが処理できるようにしよう。   
・ 仕事を進んで行い、根気よく最後までやりぬく態度や習慣を身につけよう。  
・ 生命を尊び安全の保持に努め、心身ともに健全な成長と発達を遂げるように励もう。  
・ 正確適切なことばづかいや能率的な動作ができるように努めよう。   
・ 情操を豊かにし、文化の継承と創造に励もう。  
・ 家族員相互の愛情と思いやりと尊敬とによって、健全な家族を築いていこう。   
・ すべての人の人格を尊敬して、自他の特性が、ともに生かされるように努めよう。   










































表 6-4. 「実施要綱（小学校）」における「道徳の時間」指導方法の例  
項目名  解説・具体例  主とする教育・学習効果への言及  
話合い  児 童 が 自 発 的 に 取 り 上 げ た 問
題や、教師の提出した問題につ







教師の説話  教 師 の 話 を 中 心 と し て 指 導 す
る方法。  
一 方 向 的 説 話 で は な く 問 答 を
交わしながら進めていくべき。 














視 聴 覚 教 材
の利用  
幻灯、映画、演劇、ラジオ、テ










































徳指導書』で確認すると、説話の題材には「ア  日常生活の問題  イ  
教師の体験談  ウ  新聞、ラジオなどによる時事問題  エ  物語、伝
記、小説、映画など」があげられている。読み物の題材にも「ア  物














































































































































































































































































徳目  社会問題  
詰込講義  問題解決  

































































（価値）起点型時間             （課題）集約型時間  




























































































































































                                                   
 
1  「小・中学校教育課程、高等学校通信教育改善を諮問」（昭和 32 年 9 月
14 日）（所収：戦後日本教育史料集成編集委員会『戦後日本教育史料集成  
第六巻』三一書房、 1983 年、 297 頁。）  
2  教育課程審議会答申「小学校・中学校教育課程の改善（昭和 33 年 3 月 15





ている。（上田薫・平野智美編『教育学講座第 16 巻  新しい道徳教育の探
究』学習研究社、 1979 年、 252 頁。）  
4  「『道徳』の実施要領を通達（文部省通達昭和 33 年 3 月 18 日）（所収：前
掲『戦後日本教育史料集成  第六巻』、 307 頁。）  










                                                                                                                                                          
 
野芳太郎「開会にあたって」文部省『新しい道徳教育のために』東洋館出
版社、 1959 年、 3-9 頁。  
6  船山謙次『戦後道徳教育論史  上』青木書店、 1981 年 a、 276 頁。  
7  ①・②：杉江清（中等教育課長）「昭和 33 年度における指導行政の重点」
『中等教育資料（第Ⅶ巻第 4 号）』 1958 年、 2 頁。  
③・④：「内藤初等教育局長説明要旨」「道徳教育連絡協議会要録」『中等教
育資料（第Ⅶ巻第 6 号）』 1958 年、 21 頁。  
8  船山謙次『戦後道徳教育論史  下』青木書店、 1981 年 b、 3 頁。  
9  「日教組、時間特設に反対声明」（時事通信内外教育版昭和 32 年 11 月 19
日）（所収：前掲『戦後日本教育史料集成  第六巻』、 336－ 337 頁。）  
10  「道徳教育はたれがするのか」（朝日新聞社説昭和 32 年 5 月 31 日）、346
頁。頁は所収元。（所収：前掲『戦後日本教育史料集成  第六巻』、345-346
頁。）  
11  押谷由夫『「道徳の時間」成立過程に関する研究  －道徳教育の新たな展
開－』東洋館出版社、 2001 年、 59-61 頁。  
12  同上、 69-75 頁。  
13  同上、 76-78 頁。  
14  同上、 78 頁。  
15  同上、 74 頁。  
16  文部省主催道徳教育指導者講習会は、 1958（昭和 33）年 9 月 6 日から












132－ 137 頁。  
18  勝部真長『道徳教育―その思想的基底―』大日本出版、1959 年、33－ 49
頁。  
19  前掲「小・中学校教育課程、高等学校通信教育改善を諮問」  
20  押谷、前掲書（ 2001）、 70 頁。  
21  文部省「中学校「道徳」実施要綱」（前掲『戦後日本教育史料集成  第六
巻』、 326 頁。）  
22  文部省『中学校道徳指導書』1958 年、5 頁。（中村紀久ニ監修『文部省  学
習指導書  第 27 巻  道徳編』大空社、 1991 年、所収）  
23  押谷、前掲書（ 2001）、 103 頁。  
24  同上、 102-103 頁。  
25  日本教育学会教育政策特別委員会、前掲書（ 1957）、 1 頁。  
26  同上、 6-7 頁。  
27  同上、 9 頁。  
28  同上、 6 頁。  
29  同上、 38 頁。  
30  同上、 12 頁。  
31  同上、 11 頁。  
221 
 














ということである。  （ *溝上慎一『アクティブラーニングと教授学習パ
ラダイムの転換』東信堂、 2014 年）  
33  同上、 9-10 頁。  
34  松下は、道徳の二面性を「規範教育」と「市民教育」として表現してい
る。（松下良平「これからの道徳教育を構想する」田中智志・橋本美保（監）
松下良平（編著）『新・教職課程シリーズ  道徳教育論』一藝社、 2014 年） 
35  日本教育学会教育政策特別委員会、前掲書（ 1957）、 10-11 頁。  
36  同上、 15-16 頁。  
37  同上、 12 頁。  
38  同上。  
39  同上、 38 頁。  
40  本稿、第 2 章第 7 節参照。  
41  日本教育学会教育政策特別委員会、前掲書（ 1957）、 13-14 頁。  
42  同上、 26 頁。  
43  ただし、教育課程設計上の時間配分問題は、毎週“固定的に”設置され
る授業時間とは厳密には意味を異にする可能性もある。  
44  日本教育学会教育政策特別委員会、前掲書（ 1957）、同上、 11-12 頁。  
45  水原克敏『現代日本の教育課程改革―学習指導要領と国民の資質形成―』
風間書房、 1992 年、 342-343 頁。  
46  同上、 357-358 頁。  
47  同上、 355、 359 頁。  
48  河原尚武「戦後教科外教育領域の成立と展開（Ⅰ）―教科外活動の教育
課程化をめぐって」『鹿児島大学教育学部研究紀要  教育科学編』 43、 1991
年、 169-184 頁。  
49  『小学校学習指導要領  昭和 33 年度改訂』  
https:/ /www.nier.go. jp/guideline/s33e/index.htm  
学習指導要領からの引用については、以下全て、国立教育政策研究所作
成「学習指導要領データベース」（ 2014 年 12 月 26 日最終訂正版）を使用。
当該『学習指導要領』トップページ URL のみ記載。中学校版も同様。  
『中学校学習指導要領  昭和 33 年（ 1958）改訂版』  
  https://www.nier.go.jp/guideline/s33j/ index.htm  
50  前掲『中学校道徳指導書』、 2 頁。  
51  「小学校・中学校教育課程の改善について（答申）」（教育課程審議会昭
和 33 年 3 月 15 日）「別紙（ 2）道徳教育の基本的方針」。（所収：現代日本
222 
 
                                                                                                                                                          
 
教育制度史料編集委員会『現代日本教育制度史料  14』東京法令出版、1986







2005 年改訂初版、 102-103 頁。）  
53  『中学校「道徳」実施要綱』前掲『戦後日本教育史料集成  第六巻』、336
頁。  




56  前掲『中学校道徳指導書』、 42-45 頁。  
57  同上、 326 頁。  
58  前掲『中学校「道徳」実施要綱』、 335 頁。  
59  前掲『中学校道徳指導書』、 45 頁。  
60  前掲『中学校「道徳」実施要綱』、 326 頁。  
61  同上、 331 頁。  
62  「道徳教育連絡協議会要録」文部省中等教育課編『中等教育資料  第Ⅶ
巻第６号』明治図書、 1958 年、 22 頁。  
63  前掲『中学校道徳指導書』、 1 頁。  
64  小沼洋夫「道徳の時間と道徳指導書」（前掲『新しい道徳教育のために』、
144-151 頁。）  
65  大島康生「道徳の時間の志向するもの」（同上書、 211-221 頁。）  
66  上田薫「道徳教育のための手引書要綱の性格」（『文部時報』（ 1951 年 6
月号）（戦後日本教育史料集成編集委員会『戦後日本教育史料集成  第三
巻』三一書房、 1983 年、 345－ 346 頁。  
67  藤田英典「問われる教育の公共性と教師の役割」広田照幸（監）・油布佐
和子（編著）『教師という仕事』日本図書センター、 2009 年、 339 頁。  
68  藤田昌士「特設『道徳』論争が残したもの－「内面性」の問題を中心に
－」『現代教育科学 No.303』明治図書、 1982 年、 38 頁。  
69  新明正道編『シンポジウム道徳教育』民主教育協会、1959 年、110－ 127、
253－ 265 頁。（所収：貝塚茂樹監修『戦後道徳教育文献資料集  第Ⅱ期  23』
日本図書センター、 2004 年。）  
70  伊東毅「戦後道徳教育論の再考（１）―特設時間論の再考―」『研究室紀
要  第 21 号』東京大学院教育学研究科教育学研究室、 1995 年、 18 頁。  
71  上田薫「戦後道徳教育における改革と反改革」梅根悟（監）世界教育史
研究会（編）『世界教育史大系 39 道徳教育史Ⅱ』講談社、 1977 年、 324
頁。  
72  宮田丈夫『教育の現代化と道徳教育』明治図書、1968 年、163・144 頁。  
73  勝田守一「公教育における道徳教育の問題」（『教育』 1958 年 12 月臨時
増刊号初出）（勝田守一『勝田守一著作集  第 4 巻  人間形成と教育』国
土社、 1972 年）、 468 頁。  
223 
 
第 7 章 初期「道徳の時間」道徳授業論の展開と授業原理  
―価値葛藤概念を軸にして―  
 
第 1 節  はじめに  












射程も 1968 年前後までであることに由来する。  











成立過程を明らかにする。［第 8 節］は本章のまとめである。  
 
第 2 節  「道徳の時間」特設後の道徳資料の充実と活用推進政策  
まずは道徳特設後の政策的動向について押さえる。道徳特設後にま
とまった道徳教育政策の方針が示されたのは、1963（昭和 38）年 7 月
11 日の教育課程審議会答申「学校における道徳教育の充実方策につい




































料のもつ資料的価値が一段と高められるようになった」 3という。  
その後、文部省は『学習指導要領』『指導書』のほかに、小・中学校


























表 7-1. 1958（昭和 33）～ 1959（昭 36）年全国大会主題・全体協議会課題設定  
回次  大会主題  「全体協議会」課題設定  
第 9 回  
（ S33）  
全 面 を ふ ま え
た 特 設 道 徳 の
計 画 と そ の 実
践  
道 徳 の 時 間 を ど う 受 け 止 め る か  
１ .「 特 設 」 か 「 全 面 」 か ― 「 全 面 を 踏 ま え た 特 設 」  
２ ． 特 設 「 道 徳 の 時 間 」 の 基 本 的 性 格 と そ の 問 題 点  
３ ． 道 徳 性 を 身 に つ け る 二 つ の 方 法 ― 直 接 経 験 と 間 接 経 験  
４．「副読本」の問題―その教育的意義と限界（弊害）  
５ ． 道 徳 指 導 に 当 る 教 師 の 態 度 ― 子 供 と 共 に ― 主 体 性 の 確
立  
第 10 回  
（ S34）  
価 値 葛 藤 の 場
に 生 き る 道 徳
の時間の要訣  
Ａ  「 価 値 葛 藤 の 場 の 設 定 」 は ど う す れ ば よ い か  
Ｂ  「 道 徳 の 時 間 」 の 壁 を ど の よ う に し て 破 る か  
第 11 回  
（ S35）  
価 値 葛 藤 の 場
を 生 か す 道 徳
時 間 の 展 開 原
理  
Ａ  「 価 値 葛 藤 の 場 」 を 活 か す 「 道 徳 時 間 」 の 展 開 は ど の
よ う に す れ ば よ い か  
Ｂ  ［ 道 徳 の 時 間 」 実 践 上 の 問 題 点 を さ ぐ る  
第 12 回  
（ S36）  
道 徳 指 導 に お
け る 知 と 実 践
の問題  
Ａ  道 徳 （ 行 為 ） に お け る 知 と 実 践 の ズ レ を ど う 指 導 す れ
ば よ い か  











































図 7-1  関西道研全国大会における「研究発表」数の変遷（ 1953～ 1970 年）  
（大会資料等をもとに筆者作成）  
 
は小・中含む 26 例、後者は小学校 31 例、中学校 22 例、高等学校 3
例の計 56 例の発表数であった。研究発表（実践事例）の数を見ると、
「道徳」特設直後 4 年間は毎年増加の途を辿り、1961（昭和 36）年の
第 12 回討議資料では、過去最多となる 78 の研究発表を集録するに至





















































ができる（表 7-2）。  
この時期の分科会は、「内容」「指導法」「計画」「授業展開」「資料活
用」「道徳と他活動との関係」等を基本として編成されている。その中









































べている 9。  
この説明には、「道徳の時間」・「道徳授業」を性格づける重要な要素
が盛り込まれている。まず、経験主義学習の流れを汲む「体験」とい
表 7-2. 関西道研における「分科会」の編成（ 1958～ 1964 年）  
第 9 回  
（ S33）  
特設「道徳」の
指 導 内 容 の 検
討  
特 設 「 道 徳 」
の 指 導 方 法 の
問題  
特 設 道 徳 の 指
導計画  
特設「道徳」の




社 会 科 と 道 徳
教育  
「 特 活 」 と 道
徳教育  
（小学）「しつ




道 徳 評 価 と
行動記録  
第 10 回  
（ S34）  
「道徳の時間」
に お け る 指 導
内 容 を 再 検 討
しよう  
「 道 徳 の 時
間 」 の 指 導 法
を 再 吟 味 し よ
う  
「 価 値 葛 藤 を
含 む 主 題 の 設
定 と 展 開 は ど
の よ う に す る
か  
「学級会」（ HR）
と 「 道 徳 の 時
間」とはどのよ
う な 関 係 に あ
るか  
「 高 校 に お
け る 道 徳 教
育 の 問 題 点
は ど こ に あ
るか」  
第 11 回  
（ S35）  
「 内 容 の 検 討 」
（ 倫 理 観 の 確
立）―「道徳時
間 」 に お け る
「内容」を再検
討してみよう  
「 指 導 方 法 の
吟 味 」 ― 「 道
徳 の 時 間 」 に
お け る 指 導 法
を 再 吟 味 し よ
う  
「 道 徳 の 時
間」の「資料」
は ど の よ う に






ど の よ う に す
れ ば よ い か を
考察しよう  
「 道 徳 の 時
間」と「学級
会 」（ Ｈ Ｒ ）
と の 関 係 は
ど の よ う に
考 え れ ば よ
いか  
第 12 回  
（ S36）  
人 格 的 感 化 と
教師の問題  
方 法 原 理 と し
て の 価 値 葛 藤
の場  
道 徳 指 導 の 観
点 ・ 方 法 の 学
年的段階  
道 徳 教 育 の 評
価 と 行 動 の 記
録  
「資料」とし
て の 生 活 記
録と副読本  
「 学 級 会 」 と
「道徳時間」の
関係  
「 道 徳 時 間 」
展 開 上 の 問 題
点  
 
第 13 回  
（ S37）  
力 動 的 な 指 導
計画  
主 題 設 定 と 価
値葛藤  




道 徳 性 の 発
達と「評価」 
「 学 級 会 」 と
「道徳の時間」 
「 し つ け 」 と
教師の感化  





第 14 回  
（ S38）  
「人づくり」と
人間像の問題  
「 内 面 化 」 と
価値葛藤の場  
「 副 読 本 」 採
用と指導計画  
道 徳 教 育 と 同
和教育  
少 年 非 行 の
問題  
道 徳 時 間 の 指
導過程  
「 話 合 い 」 に
よる共同思考  




読 み 物 資 料
の活用  
視 聴 覚 資 料 の
活用  





指 導 上 の 問 題
点  
 
第 15 回  
（ S39）  
倫 理 観 と 主 題
の観方  




学 級 会 と 道 徳
の時間  
高校「倫・社」
指 導 上 の 問
題  
高 校 「 倫 ・ 社 」 教 科 書 の
検討  
※このほかに別立てで、「学年別道徳指導資料研究・分
科会」が設けられ ている  
（大会資料等もとに筆者作成）  
※関西道研第 15 回全国大会資料（ 1964）内の「道徳教育研究協議全国大会の歩み」をベースに、
当該大会資料を入手しているもの（第 9,10,11,14,15 回）はより詳細な情報を優先し作成  
※第 12 回大会は「問題別座談会」とな っているが、主題・提案者・司会者・助言者を立てる形
態が同様であり 、他に分科会に相当するものが見当たらなかったため、分科会として分類。  
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大学  倫理学  
高校  倫理科（人生観）  
中学  道徳的知見  
小学  道徳的心情  
幼稚園  （全面）（しつけ）  
 











性格、④一斉的性格、⑤無記的性格、⑥段階的性格の 6 点を提示した 10。  
①の重層的性格は、「全面をふまえた特設」という位置づけを言い表
したものである。平野はこれを氷山に例え、海面上に浮かぶ 7 分の 1
































































表 7-3.「平野主張大会資料」の目次構成（ 1957～ 1959 年）  
第 8 回  























７ 、 所 謂
「 道 徳 基
準 」 と 指
導・評価の
基準  
第 9 回  
（ S33）  
序、特設「道徳」の基本
性格  
１ 、「 道 徳基 準 の 設定 」
と「時間特設」の問題  
２、現下道徳教育の問題  
第 10 回  
（ S34）  
序 、「 価 値 葛
藤 の 場 の 設
定」といふこ
と  
１ 、「 難 航 す
る道徳教育」
とその活路  








４ 、 価 値 葛 藤
の 場 に 生 き る
「 道 徳 の 時
















あわせて第 8・9・ 10 回（S32・S33・S34）大会の「平野主張大会
資料」の変遷を見てみると表 7-3 の通りである。第 9 回（S33）大会時
は、「道徳」に向けられた批判への見解や「道徳の時間」の基本性格を






























































































控えた 1963（昭和 58）年の第 14 回大会において、改めて、高等学校
における「倫理・社会」にも焦点を当てる形となったのであった。  
 












（1）授業展開原型 3 案（大平案・勝部案・平野案）概要  
宮田、間瀬、『道徳教育事典』（執筆は宇留田）の記述を基にすると、







































（2）授業展開原型 3 案における「葛藤」の使われ方  
 では、それぞれの授業展開において「葛藤」はどのような位置づけ
で使用されているのか、原型 3 案の授業展開過程を見てみたい。  
 大平案に登場する「葛藤」の文字は 2 箇所ある。一つは、導入時の
表 7-4. 初期「道徳の時間」における指導展開過程原型の概要比較  
 大平案  勝部案  平野案  




内面化  価値葛藤の場  
重視する道徳
性  
判断力  心情、判断力  判断力  
主な想定段階  小学校  小学校  中学校  
葛藤場面  あり  あり  （あり）  












































































「それは心情化ともいえ」るとしている 45。  
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図 7-3. 勝部による個と社会の調節方法の図  




















































































の意味に重点をおいていたと解することができる 53。  
 
第 6 節  平野の「価値葛藤の場」の理論―目的的価値葛藤  
 それでは本節では、平野論における道徳授業の「価値葛藤」の意味



































































































































































































































  正  愛  利  快  健  美  真  聖  善  
無
記 
価値（＋）           
反価値（－）          
  邪  憎  損  不快  病  醜  偽  俗  悪  
図 7-6. 平野による同一価値内における価値の序列関係図  




























































































































































































































































































表 7-5.  平野の授業業展開の典型例  
（平野 1985、 221 頁）  
 
指導過程  主な学習活動  
導入  
A 学習動機の喚起  
a 道徳体験の想起  
b 道徳体験の発表―理解  
B 学習目的の自覚  
a 問題意識の共通化  
b 学習目的の自覚  
展開  
自己内省  
A 問題場面の具象化  
a 価値葛藤場面の想起  
b 価値葛藤体験の相互発表・理解  
B 問題点の省察  
a 問題点の想定  
b 問題点の省察  
c 問題解決の方途の工夫  
他者理解  
A 問題場面の具象化  
a 価値葛藤場面の想像  
b 価値葛藤体験の相互発表  
B 問題点の考察  
a 問題点の想定  
b 問題点の考察  
c 問題解決の確認  
自己超越  
A 共感・批判による主体化  
a 共感による主体化  
b 批判による主体化  
B 自他浸透による自己超越  
a 内省的解決の再吟味  
b 内省的解決の再確認・修正  
終結  
A 原理的考察による法則化  a 道徳法則として一般化  







ていた。平野はこの課題を 1962（昭和 37）年～ 1965（昭和 40）年を
中心に検討し自身の道徳授業論を形成し、先の授業展開例へと結実さ
せている。ここでは、その「道徳性内面化」の平野理解について整理





























































外面的な道徳性の種類           内面化の内実（方法）  
①道徳的な行為（実践）  
A 道徳的行為（実践）     （→「内面化」の対象外）  
B 内面的道徳性の喪失態（行動）   →道徳性の回復、主体的・内面的自覚、覚醒  
C 道徳的に不完全な行為       →不完全な道徳的自覚の深化・発展  
D 道徳性の欠如態―道徳以前      →道徳性の啓培  
②内面的道徳性の概念態           →生動する道徳性への還元（回復）  
 

























図 7-8. 平野による「自覚」（左）と「道徳的自覚」（右）の構造  
























































































































































































































































資料 7-1.「教員による展開例」と「平野による展開例」  
○「授業展開の大要」  指導者：板野敦子  【全文】  
過程  指導内容と発問   留意点  
事前  
 
A  自 分 の 係 り の 仕 事 を 怠 け た こ と は あ り ま
せんか  
B 資料「係の仕事」を読んでおきましょう  
●前日の「終わりの会」で指示
する  
導入  (1)学習動機の喚起  
 ○この学級にはどんな係がありますか  


































 ○これは誰でもむずかしいことですね  





















( 6)他者道徳体験の具象化  
 ○資料「係の仕事」を読んできましたか  
 ○誰かに読んでもらいましょう  
 ○この主人公は誰ですか        ―
「明」  
 ○明は何の係になったのですか  




度 で 係 の 仕 事 を や っ た か を よ く 考 え な が
ら聞いていて下さいよ。  
(8)問題点の考察（ A）  
 ○明はお玉じゃくしの飼育には、どんな態
度でやりましたか               
―（熱心）  
(9)問題点の考察（ B）  
 ○「花だんの手入れ」になると、どんな態
度になりましたか  
    ―（不熱心）  
 ○どうして熱心になれないのでしょうか  
○それはどこで分かりますか   
   ―やる気がしない  















● 好 き だ か ら 熱 心 と い う だ け











  ▲がまんしてやった  
 (10)問題点の考察（ C）  
 ○球根植えの日の明の態度はどうでしたか  








    ▲やりたくないな、どうしようか  
    ▲家にはカニやフナがまっている  
    ▲今度はやらなくてもいいさ（弁解） 
 ○校門へ向う途中で立ちどまったのはなぜ
か  
    ▲皆に悪いな（連帯感）  
    ▲どうしようかと迷う  
 ○明はここでどうするのでしょうか  
    ▲花だんへもどる  
    ▲家へ帰る  
     ※がまんして花だんへもどる  
 ○明が花だんへもどるには、どんな決心が
いりますか  
    ▲いやでも係の仕事はやらねばなら
ない  




    ▲友だちに対してすまない  
    ▲係の仕事はやらねばならない  
 ○球根植えをすませて帰る時の明の気持ち








● 価 値 葛 藤 の 場 ③ の 苦 悩 を 想
像させる  




● 弁 解 の 奥 に は 良 心 が 潜 在 し
ている  







● 「 ど う す れ ば よ い で し ょ う
か」と問えばタテマエの答にな
ると思われる  
● 家 へ 帰 っ た と い う 答 で も 一
が い に 否 定 し て し ま わ な い こ
と  
● 葛 藤 の 克 服 の 方 途 を 考 え さ
せることが重点  















( 11)批判による主体化  
○「花だんの手入れ」に対する明の態度に
ついてどう思います   
   か  
    ▲不熱心―やる気が足らぬ  
    ▲責任感が弱い  
    ▲自己弁解は卑怯  
    ▲我まんが足らない  
    ▲好きなことはらくにできる  
○このような時、あなただったらどうしま
すか  
    ▲迷う―困る  
    ▲いやなことはやりたくない  





● 明 の 不 熱 心 を 一 が い に 責 め
るのは近視眼的である  
● 葛 藤 の 場 で 迷 い 悩 む 明 の 態
度 は 人 間 と し て 尊 い 姿 の 芽 生
えである  
 
● 自 己 の 問 題 と し て 受 け 止 め
る態度の基盤  
● 人 間 の 弱 さ へ の 共 感 は 寛 容
の徳性を育てる  







      ▲責任―責任感  
○責任をやり通すのには、どんな心がまえ
 
● 自 己 の 意 志 で 決 定 し た か ら
と 答 え ら れ な い 時 は 次 の 発 問
によること  
 








      ▲いやでもがまんする心  
      ▲苦しくてもがまんする心  
○何のために責任はやり通さねばならない
のでしょうか  
      ▲自分がきめた仕事だから  
      ▲級の分担の仕事だから  











● 余 り 理 づ め に な ら な い よ う






● む ず か し け れ ば 教 師 が 説 明
してもよい。  
 
○「平野による授業展開例」  【一部抜粋】  
指 導 過
程  












































● 自 分 の 問 題 と し て 受 け と
め る 考 え る 態 度 の 地 盤 を 育
てる  
● 自 分 に も 仲 々 む つ か し い






















い か も 知 れ な い ー そ の 時 は
次の問を出す  
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勝部論の場合  平野論の場合  
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第 1 節 各章総括  
 本論は、序章に示す 7 つの課題に呼応する形で章を構成した。しかし
第 2 章以降は、政策的全体動向とこれに呼応する平野価値葛藤論の展開
軸を据える 2 章 1 セットの構成となっている。そこで成果概要としては、
第 1 章／第 2・3 章／第 4・5 章／第 6 章／第 7 章の 5 区分で総括する。 
 
（1）戦後日本道徳教育史研究における平野および価値葛藤論の意義  

































































れる道徳的価値の分析と提示を行っている。【第 3 章】  
 
（3）全面主義道徳教育の模索と課題―特設主義の萌芽  
 第 4・5 章は、道徳特設に至るまでの 1950 年代の全面主義道徳教育期
における模索と課題について検討した。  





























































の呼応の中で「中庸的に」模索していったともいえよう。【第 5 章】  
 
（4）「道徳の時間」制度成立時の「道徳授業」の枠組み  
































































































 以上が本論で明らかにしたことである。  
 











































































































































































表終 -1 道徳教育の諸形態の道徳教育・学習としての意味  
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1 倫理科  
道 徳 的 価
値の理解  

























4 系統的社会科  
道 徳 的 判
断力・  
思考力  
（ 正 し い
かどうか、
正 し く す
る に は ど
う し た ら


























































8´ ※不徹底型  
自己のあり方を考える
で は な く 道 徳 的 価 値
(語 )を知る  
左 記 に 転 倒
する懸念  
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課題 1 授業での学びを実践にどうつなげたらいいのか  
課題 2 “正しさ”を“教える”ことをどう捉えたらいいのか  
課題 3 教師の力量形成―教師の役割とは  
課題 4 学習者は授業で何を知る・学ぶのか  
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